
令和５年度｢定期人事異動｣のポイント
Ⅰ. 新たな組織運営体制の構築

徳島新時代！

○｢理事｣の設置

・重要施策を担う正部⾧ポストとして２名を登用

Ⅱ.「こども未来局」の新設

○｢政策監補｣の設置

Ⅲ.女性職員の登用

・県政運営方針全般に係る
知事の補佐役として
本県初となる内閣府からの着任

・国における知見も活かし
スピード感をもった県政を
総合的に推進

（１）国際線就航や文化･エンタメ･スポーツなどを通した
徳島の｢魅力度ＵＰ｣に向けた｢徳島新時代プロジェクト｣を
担う理事に女性幹部職員を登用

・「こども家庭庁」のカウンターパートとして
司令塔機能を担い「こども関連施策の拡充」
を推進

・局内に｢こどもまんなか政策課｣
｢こども家庭支援課｣を新設し、子育て支援や
ヤングケアラー対策などに市町村とともに
一体的な施策を展開

・正部⾧ポスト（理事）１名

・副部⾧級には、今後の感染症対策の舵取り役を
担う「保健福祉部副部⾧」をはじめ３名を登用
（R4:0名）

・課⾧職においても新たに登用する７名を含め
過去最多となる１３名を登用（R4:8名）

（２）雇用の創出及びマッチングや
職員の抜本的働き方改革、超過勤務縮減などを
担う理事に経営戦略部⾧を登用




